
◆
野
球

清
水　
　

翔
さ
ん（
洲
本
高
）

滝
本　
　

涼
さ
ん（
洲
本
高
）

土
井　

康
輔
さ
ん（
洲
本
高
）

松
原　

大
輝
さ
ん（
洲
本
高
）

山
口　

達
也
さ
ん（
洲
本
高
）

郷
野
孔
太
郎
さ
ん（
洲
本
高
）

酒
部　

敦
史
さ
ん（
洲
本
高
）

平　
　

壮
真
さ
ん（
洲
本
高
）

藤
井　

聖
也
さ
ん（
洲
本
高
）

森
岡　

裕
樹
さ
ん（
洲
本
高
）

野
口　

哲
司
さ
ん（
八
木
）

◆
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

里
深　

瑞
季
さ
ん（
淡
路
高
）

有
働
乃の

里り

日か

さ
ん（
淡
路
高
）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
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・
５
０
０
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情
報
課
）
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石
巻
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
人
た
ち
が
淡
路
を
満
喫

広報 

斉
藤
茂
吉
の
歌
碑
建
立

未
来
に
語
り
継
ぐ
湊
の
歌

淡
路
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
交
流

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
２
月

28
日
、
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
女
性
委
員
会
の
研

修
会
に
お
い
て
、
宮
城
県
石
巻
市

の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
行
は
広
田
梅
林
で
観
梅

を
楽
し
ん
だ
後
、
振
舞
わ
れ
た
郷

め
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
島
内

３
市
の
各
老
連
が
太
鼓
や
踊
り
を

披
露
し
、
石
巻
市
老
人
会
の
人
た

ち
も
入
り
混
じ
っ
て
の
阿
波
踊
り

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に

廣
地
宏
会
長
が
被
災
地
復
興
へ
の

エ
ー
ル
を
送
り
、
交
流
会
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
館
を
訪
れ
、
人
形
を
実
際
に

扱
っ
て
様
々
な
表
情
を
表
現
し

た
り
、
三
味
線
の
音
色
に
耳
を
傾

け
、
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
満
喫
し
ま

し
た
。

土
料
理
の
「
ち
ょ
ぼ
汁
」
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
道
の
駅
う
ず
し
お
で

は
、
交
流
会
や
懇
親
会
で
絆
を
深

　

湊
地
区
で
歌
人
・
斉
藤
茂
吉
の

詠
ん
だ
短
歌
を
記
し
た
歌
碑
が
建

立
さ
れ
、
２
月
25
日
に
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、
茂

吉
が
湊
を
訪
れ
た
際
に
辺
り
を
散

策
し
、
そ
の
時
の
様
子
を
詠
ん
だ

も
の
で
す
。
式
で
は
歌
碑
を
制
作

し
た
菊
川
兼
男
さ
ん
（
湊
）
が
歌

を
詠
み
、
そ
の
意
味
を
解
説
し
ま

し
た
。

　

菊
川
さ
ん
は
教
師
だ
っ
た
頃
、

湊
に
つ
い
て
詠
っ
た
こ
の
歌
を
知▲ダンスを披露する園児たち

み
ど
り
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
つ
ど
い

社
会
福
祉
協
議
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
委
員
な
ど
に
呼
び

か
け
実
行
委
員
会
を
組
織
。
地
域

の
活
性
化
や
小
地
域
で
の
つ
な
が

　

み
ど
り
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
つ

ど
い
が
２
月
25
日
、
緑
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
つ
ど

い
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
み
ど
り

支
部
が
老
人
ク
ラ
ブ
や
小
中
学
校

　

ま
た
大
ホ
ー
ル
で
は
、
保
育
園

児
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
広
田
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演

奏
、
み
ど
り
学
園
に
よ
る
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
福
岡
結
緩
さ
ん
は

「
竹
馬
に
乗
る
の
は
初
め
て
。
丁

寧
に
教
え
て
も
ら
え
て
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。▲餅つきや縄跳びをして地域の人たち

と触れあう子どもたち

賀
集
八
幡
の
丹に

生ぶ

神
社

神
輿
を
担
い
で
還
暦
を
祝
う

　

賀
集
八
幡
神
社
本
殿
隣
の
丹に

生ぶ

神
社
で
は
、
毎
年
３
月
16
日
、
還

暦
を
迎
え
る
地
元
の
人
や
出
身
の

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
「
丹
生
神
社

祭
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
37

人
が
参
加
し
て
、
男
性
は
白
装
束

で
神
輿
を
担
ぎ
、
女
性
は
紅
色
の

御ご

幣へ
い

を
手
に
持
ち
神
輿
を
先
導
し

て
巡
行
し
ま
し
た
。
昔
は
福
良
口

の
檪
い
ち
の
き
神
社
ま
で
練
り
歩
い
て
往

復
し
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
参
道
の

鳥
居
ま
で
担
い
だ
神
輿
は
そ
の
あ

と
車
に
乗
せ
て
運
ば
れ
ま
す
。

　

還
暦
は
、
一
巡
し
て
再
び
生
ま

れ
た
年
の
干
支
に
還
っ
た
こ
と
を

祝
う
も
の
で
、
参
加
者
ら
は
「
童

心
に
か
え
っ
た
よ
う
な
新
た
な
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
」
と
桜
の
つ

ぼ
み
も
出
始
め
た
参
道
を
笑
顔
で

巡
行
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

式
が
３
月
３
日
に
西
淡
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
で
平
成
23
年
に

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
、

永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
な

ど
、
総
勢
66
人
に
各
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

◆
功
労
賞

森
崎　

英
毅
さ
ん（
福
良
）

船
本　

泰
生
さ
ん（
志
知
）

片
山　

勝
義
さ
ん（
賀
集
）

◆
最
優
秀
指
導
者
賞

島
田　
　

孝
さ
ん（
市
）

村
上　

順
子
さ
ん（
潮
美
台
）

◆
優
秀
選
手
賞　

41
人

◆
奨
励
賞　

20
人

　

宇
都
宮
さ
ん
は
平
成
13
年
か

ら
10
年
間
兵
庫
県
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
を
務
め
ら

れ
、現
在
も
副
会
長
と
し
て
貢

献
し
て
い
ま
す
。

◆
体
育
功
労
賞

宇
都
宮
敏
晴
さ
ん（
八
木
）

り
、
多
く
の
人
に
誇
り
と
し
て
覚

え
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら

私
費
を
投
じ
歌
碑
を
制
作
し
ま
し

た
。
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
茂
吉
の
歌

は
、
菊
川
さ
ん
が
懇
意
に
し
て
い

る
阿
那
賀
診
療
所
の
大
鐘
稔
彦
院

長
が
揮き

毫ご
う

し
ま
し
た
。

　

菊
川
さ
ん
は
「
湊
に
つ
い
て

詠
っ
た
の
は
こ
の
歌
だ
け
。
こ
の

歌
碑
が
語
り
部
と
な
り
、
後
々
ま

で
語
り
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

お
め
で
と
う

兵
庫
県
体
育
協
会
表
彰

全
国
大
会
出
場

▲斉藤茂吉の歌碑の隣に立つ菊川さん

こだわりの野菜巨大だいこんを収穫

▲力さん（左）と愛斗くん。愛斗くんは「だいこんの
重さと大きさにびっくりした。野菜づくりに興味を
持った」と笑顔で話していました

　賀集福井で２月 26日、長さ 75㎝のだいこんが収穫されました。

引き抜いたのは賀集小学校の高川愛斗くん。父親の力さんの手伝い

をするため畑に訪れ収穫しました。だいこんの重さは９㎏、葉を含

めると１ｍ超の大きさとなります。耐病総太大根という品種で、肥

料に加えミネラルや酵素を使用し栽培されました。

　高川力さんは「父から引き継ぎ農業を始めた。勉強の毎日で、今

後も工夫し野菜を作っていきたい」と話しました。

児童館茶道裏千家奨励証の交付
　児童館で３月８日、茶道クラブを卒業する小学６年

生の子どもたちに茶道裏千家家元から奨励証が交付さ

れました。子どもたちは６年間、茶道を通して礼儀作

法を身に付けてきました。

　奨励証を受け取った萩原倭子さん（福良）は「奨励

証をもらえてうれしい。これからも茶道を通して身に

ついたものを活かしていきたい」と話しました。▲９人の子どもたちに奨励証が交付されました

▲竹馬の乗り方を指
導する民生委員の人
たち

り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
る
中
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち

約
５
０
０
人
が
集
ま
り
、

昔
遊
び
や
餅
つ
き
、
豚
汁

の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▲選抜高等学校野球大会に出場する
市内中学校出身の選手たちと監督の
野口さんが激励されました

▲３月25日に行われた
全国大会に出場しました

▲梅林を観賞し交流を深める老人クラブの人たち

▲還暦を祝う参加者らによる神輿の巡行　


